
「実際に現地に来てみないとわからないことが多いことに驚いた。」

「原子爆弾が投下された当時のことを知っている人が少なくなってきている中
で、多くの若者達に引き継がれているのが印象に残りました。」

【参加者からの声】

〈募金方法〉
■コープデリ宅配：OCR注文書の6ケタ記入欄でお申し込みください。
 ２８６４１９ と数量をご記入ください。（1口100円で99口まで）
■店　舗：店内レジで承ります。

～お預かりした個人情報は企画目的以外で使用いたしません～
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平和募金に協力をお願いします
いばらきコープの平和の活動は、組合員の皆さまの募金によって支えられ、
核兵器や戦争の悲惨な事実を学び、話し合うことや、次世代に伝えていくこ
とを行っています。この先のすべての時代が平和でありますように・・・
平和募金にご協力をお願いいたします。

近年台風等の大雨による被害が頻発しており、茨城県でも昨年6月と9月に大きな被害
を受けました。自然災害はいつ襲ってくるか分かりません。日頃より自然災害のリスク
を正しく理解し、家庭や地域で準備しておくことで被害を軽減することができます。

2024年8月4日（日）～6日（火）広島市2024年8月4日（日）～6日（火）広島市

　６月28日、城里町立石塚小学校にて「減災教室」を開催し、小学
4年生５２人とその保護者５１人の計１０３人が参加しました。「防災」は
災害を防ぐことですが、「減災」は、あらかじめ災害の発生を想定し、
その被害を最小限に抑えるための取り組みです。
　今回は「コープの減災　基本のキ」と題した講話の後、新聞紙を
使って親子でのスリッパ作りや、自分の命の守り方や災害に備えて
準備しておくものをビンゴゲーム形式ですすめました。参加者から
は「災害についてはじめて知ったことがあった。」「災害に対する意識
をさらに強く持つことができた。」「地震が起きたら、自助・共助を心がけます。」「クイズで災害のためのこ
とが分かって勉強になった。」「子どもと一緒にスリッパ作りが出来て、楽しく学ぶことが出来ました。」など
の感想が寄せられました。

いばらきコープは、茨城県がすすめる「いばらき教育の日」推進協力事業所として登録し、
学校教育活動への支援として、食育や減災、環境教室等により地域社会に貢献する取
り組みをすすめています。

ヒロシマの心を世界へ
～被爆79年戦争も核兵器もない未来を～

79年前のきのこ雲の下での出来事、その前後の歴史や復興への歩みなど
「ヒロシマ」だからこそ感じる被爆の実相や被爆者の想いに触れることで、
一人ひとりが動き出せるような取り組みを行います。

いばらきコープからは、2組5名が代表として参加しました。

1日目は、被爆後、救護所として使われた袋町小学校平和資料館を見学し、

爆風により吹き飛ばされたという太鼓や、焼け焦げた壁に書き込まれた家族

を探す伝言などを見学しました。その後は、現地のガイドにより広島平和記

念公園を案内していただきました。

2日目は、広島県総合体育館で、「若者たちの平和な未来についてのパネル

ディスカッション」のモニター視聴や参加者同士の感想交流会をしました。また、

「ピースアクションinヒロシマ虹のひろば」で被爆体験の証言や、広島県内の

高校生や大学生の平和に関する取り組みの報告を聞きました。

そして、最終日には広島平和記念式典を訪れ、献花をしてきました。

あなたのご自宅やご近所は安全ですか？
「ハザードマップについて」

防災マップ（ハザードマップ）をご存じですか
防災マップは、津波、洪水、土砂災害などの種
類別に自然災害が発生した場合の被害の想定
が確認できる地図です。防災マップは、市町村
役場や公民館などで配布されています。また各
自治体のホームページにも記載されています。
家族みんなで一度確認してみてはいかがでしょ
うか。

使いながら、備える
「ローリングストックについて」

「ローリングストック法」…循環（回転）させる備蓄のしくみ
緊急用の食料をストックし、日常のくらしで使っ
て、また補充する。この使う・補充するを繰り返
すことで、常に新しい商品が備蓄され、賞味期
限切れを防げます。家族の人数分の食べ慣れた
食材を、3日～1週間分用意しておけば、災害時
も安心。もしもの備えに、ご家庭でローリングス
トックをはじめましょう。

を開催しました。減 災 教 室

ピースアクションinヒロシマとは…広島県生活協同組合連合会と日本生活協同組合連合会が、被爆体験の継
承や核兵器のない世界への思いを共有する場として、1978年から毎年開催しているものです。


